
2月 11日・建国記念の日

（如月） FEBRUARY

新車の新規登録を行う場合に必要な、自動車の検査・登録、保
管場所証明、自動車税の納付等の手続を各役所の窓口に行かずイ
ンターネット上で一括してできるシステム。ただし、平成20年11
月現在利用できる地域は、東京、神奈川、愛知、大阪、埼玉、静
岡、岩手、群馬、茨城、兵庫の10都府県に限定されています。
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ワンポイント

2月の税務と労務

自動車関係保有手続のワンストップサービス

国　税／平成20年分所得税の確定

申告 2月16日～3月16日

（還付申告は申告期間前で

も受け付けられます）

国　税／贈与税の申告

2月1日～3月16日

国　税／1月分源泉所得税の納付

2月10日

国　税／12月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 3月2日

国　税／6月決算法人の中間申告

3月2日

国　税／3月、6月、9月決算法人の

消費税等の中間申告

（年3回の場合） 3月2日

国　税／決算期の定めのない人格

なき社団等の法人税の申

告及び納付 3月2日

地方税／固定資産税の第 4期分の

納付

市町村の条例で定める日

梅
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中
小
企
業
に
と
っ
て
の

内
部
統
制
の
必
要
性
、
目
的

内
部
統
制
と
は
、
組
織
や
企
業
の

内
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
こ
と
で
、

「
組
織
の
運
営
上
、
適
切
な
ル
ー
ル
が

設
定
さ
れ
、
そ
の
ル
ー
ル
が
組
織
に

属
す
る
全
て
の
人
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
る
」
状
態
に
お
い
て
、
内
部
統

制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

内
部
統
制
の
目
的
に
は
、
①
事
業

活
動
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

経
営
資
源
を
有
効
か
つ
効
果
的
に
活

用
す
る
、
②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）
に
対
し
て
、
適
正
で

信
頼
性
の
あ
る
財
務
報
告
を
行
う
、

③
事
業
活
動
に
お
い
て
、
法
規
制
や

市
場
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
資
産
の
利

用
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
―
が
あ

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
内
部
統
制
は
、
事

前
の
チ
ェ
ッ
ク
や
管
理
だ
け
を
目
指

す
も
の
で
は
な
く
、「
不
祥
事
の
防
止
」

と
「
企
業
価
値
の
向
上
」
と
の
二
つ

の
視
点
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。中

小
企
業
に
と
っ
て
の

内
部
統
制
の
意
味

内
部
統
制
は
、
企
業
の
不
正
や
ミ

ス
を
な
く
し
、
業
務
を
効
率
的
に
行

い
、
正
確
な
財
務
報
告
に
よ
り
経
営

状
態
を
正
確
に
把
握
し
、
企
業
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
経
営
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

内
部
統
制
で
企
業
が
得
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
「
リ
ス
ク
の
防
止
」

「
業
務
改
革
」「
大
企
業
か
ら
の
取
引

の
維
持
・
拡
大
」
等
の
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
と
と
も
に
、
内
部
統
制
の
構

築
と
評
価
の
過
程
に
お
い
て
付
随
的

に
「
企
業
力
、
企
業
価
値
が
高
ま
る
」

と
い
う
間
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

①
　
リ
ス
ク
の
防
止

最
近
で
は
、
内
部
統
制
が
有
効
に

機
能
し
て
い
な
い
企
業
が
法
令
違
反

や
情
報
流
出
等
の
不
祥
事
を
起
こ
し
、

業
務
停
止
命
令
な
ど
を
受
け
、
社
会

的
な
信
用
を
失
く
し
廃
業
に
ま
で
追

い
込
ま
れ
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

い
く
ら
内
部
統
制
に
コ
ス
ト
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
小
企
業
と

い
え
ど
も
、
企
業
活
動
を
安
定
的
に

持
続
さ
せ
る
た
め
に
最
低
限
行
う
べ

き
な
の
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）
の
確
保
や
資
金
の
保
全

等
の
リ
ス
ク
防
止
の
活
動
で
す
。

不
正
を
助
長
す
る
よ
う
な
組
織
風

土
や
過
度
な
業
績
第
一
主
義
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
品
質
や
安
全
性
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か

等
企
業
固
有
の
事
情
を
勘
案
し
、
リ

ス
ク
が
高
い
も
の
を
選
択
し
、
そ
れ

を
防
止
す
る
内
部
統
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

例
え
ば
、
従
業
員
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
教
育
を
行
う
こ
と
や
、
内
部

通
報
制
度
を
設
け
、
不
正
を
通
報
し

た
者
に
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
金
出
納
業
務
も
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
体
制
に
し
、
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

る
等
そ
れ
ほ
ど
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず

実
行
で
き
る
こ
と
で
す
。

②
　
業
務
改
革

業
務
の
遂
行
は
、
担
当
者
の
質
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
一
般
的

に
、
人
的
資
源
の
少
な
い
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
、
人
材
流
出
に
よ
り
、

業
務
の
質
が
低
下
す
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
ル
ー
ル
や
規
程
が
明
文
化

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
意
思

決
定
が
担
当
者
任
せ
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
業
務
効
率
の
低
下
、

ク
レ
ー
ム
の
発
生
、
問
題
へ
の
対
応

の
遅
れ
等
の
弊
害
が
生
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
の
低
減
策
と
し

て
、「
業
務
の
標
準
化
」「
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
強
化
」「
責
任
範
囲
の
明
確
化
」

「
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
明
文
化
」

等
の
業
務
改
革
が
必
要
で
す
。

内
部
統
制
の
構
築
は
、
業
務
の
や

り
方
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
さ
に
業
務
改
革
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

積
極
的
に
内
部
統
制
を
行
う
こ
と
で

業
務
改
革
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
の
享
受
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

③

大
企
業
か
ら
の
取
引
の
維
持
・

拡
大

大
企
業
が
業
務
を
外
部
に
委
託
す

る
場
合
や
仕
入
れ
を
行
う
場
合
、
取

引
先
企
業
の
内
部
統
制
や
個
人
情
報

保
護
体
制
を
問
う
こ
と
が
多
く
な
っ
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て
い
ま
す
。

取
引
先
企
業
の
統
制
レ
ベ
ル
が
低

い
と
、
個
人
情
報
流
出
、
法
令
違
反
、

偽
装
等
不
正
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
業
務
を
大
企
業

が
監
査
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
中
小

企
業
が
内
部
監
査
を
実
施
し
、
大
企

業
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

自
社
の
内
部
統
制
の
レ
ベ
ル
が
低

い
と
、
大
企
業
か
ら
業
務
を
受
託
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
中
小
企
業
で
あ
っ
て
も
経
営

戦
略
上
、
内
部
統
制
を
強
化
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

①
　
整
備
過
程
の
メ
リ
ッ
ト

内
部
統
制
の
整
備
で
は
、
規
程
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
業
務
フ
ロ
ー
等
を
作

成
・
修
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
状
の
業
務
を
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
が

業
務
フ
ロ
ー
に
表
す
こ
と
で
、
気
付

か
な
か
っ
た
ム
ダ
が
発
見
さ
れ
、
省

力
化
、
情
報
共
有
化
な
ど
の
業
務
改

善
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
競
争

力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

②
　
運
用
過
程
の
メ
リ
ッ
ト

内
部
統
制
の
運
用
に
お
い
て
、
従

業
員
は
単
に
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
る
業
務
を
遂
行
す
る
の
で
は
な
く
、

統
制
の
意
義
や
目
的
を
理
解
し
て
い

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
に
統
制
の
意
義
や
目
的

を
理
解
し
た
う
え
で
、
業
務
を
遂
行

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
内
部
統
制
を
運
用
し

て
い
く
過
程
で
、
担
当
者
の
業
務
の

質
の
向
上
、
問
題
発
生
時
の
迅
速
な

対
応
、
目
標
明
確
化
に
よ
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
（
や
る
気
）
の
維
持
等
間

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
経
営
者
が
重
要
な
業
務
プ

ロ
セ
ス
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
経
営
計
画
の
正
確
性
の
向
上

や
、
す
ば
や
い
リ
ス
ク
へ
の
対
応
等

も
期
待
で
き
、
経
営
の
信
頼
性
が
高

ま
り
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

の
観
点
か
ら
も
内
部
統
制
に
よ
り
、

対
外
的
説
明
責
任
も
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

以
前
の
社
会
で
は
社
長
は
細
か
い

こ
と
は
分
か
ら
な
い
か
ら
、
不
祥
事

が
発
生
し
て
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

で
許
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
社
会
で

は
、
社
長
が
な
ぜ
知
ら
な
い
の
だ
と

全
体
管
理
義
務
違
反
と
し
て
責
任
を

問
わ
れ
ま
す
。

必
要
な
報
告
が
社
長
に
上
が
る
と

い
う
体
制
を
築
か
な
い
と
、
社
会
に

対
し
て
責
任
あ
る
存
在
と
認
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

内
部
統
制
で
、
こ
の
社
会
的
存
在

価
値
も
高
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
診
断
協
会
の
研
修
資
料

よ
り
内
部
統
制
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
を

あ
げ
て
お
き
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

下
さ
い
（
下
図
）。

内
部
統
制
の

レ
ベ
ル
が
低
い
ケ
ー
ス

明
確
な
方
針
や
仕
事
の
ル
ー
ル
が

な
く
、
従
業
員
が
自
立
的
に
働
け
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
で
は
、
社
内
の
仕
事
の

ル
ー
ル
が
規
程
の
よ
う
な
形
で
明
文

化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、

す
べ
て
社
長
の
指
示
を
仰
い
で
、
仕

事
を
進
め
る
と
い
う
会
社
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
社
長
は
忙
し
く
て
、
従

業
員
に
自
分
の
考
え
を
十
分
に
伝
え

る
時
間
や
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
指

示
を
す
る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
指
示
が
社
長
一
人

の
考
え
の
た
め
、
そ
の
都
度
変
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

従
業
員
は
社
長
の
指
示
が
な
け
れ

ば
動
か
な
く
な
り
、
い
ち
い
ち
社
長

に
確
認
し
て
仕
事
を
進
め
る
よ
う
に

な
り
非
効
率
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
循
環
の
防
止
の
た

め
に
も
、
業
務
の
ル
ー
ル
化
や
規
程

が
必
要
と
い
え
ま
す
。
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東
の
横
綱
「
鮭
」
に
対
し
、
ブ
リ

は
西
の
横
綱
と
言
わ
れ
る
冬
の
魚
の

代
表
格
で
す
。

ブ
リ
は
出
世
魚
と
し
て
も
知
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
は
昔
の
武
将
が
出
世

す
る
と
名
前
を
変
え
る
習
慣
が
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
、
鯛
と

と
も
に
縁
起
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
お

め
で
た
い
魚
で
す
。

ブ
リ
の
幼
名
は
全
国
各
地
合
わ
せ

て
な
ん
と
一
二
〇
通
り
以
上
も
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
関
東
で
は
ワ
カ
シ→

イ
ナ
ダ→

ワ

ラ
サ→

ブ
リ
、
関
西
で
は
ツ
バ
ス→

ハ
マ
チ→

メ
バ
ル
（
メ
ジ
ロ
）→

ブ

リ
。さ

ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
パ
タ
ー
ン
・
ど
の
地
方

で
も
行
き
着
く
先
は
必
ず
「
ブ
リ
」

で
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
出
世
魚

の
王
者
た
る
ゆ
え
ん
で
す
。

旬
の
ブ
リ
に
は
ヒ
ス
チ
ジ
ン
と
い

う
か
つ
お
節
に
も
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ

酸
が
多
く
含
ま
れ
、極
上
の
味
で
す
。

岐路に立つ100円ショップ

価格が100円だから「100円ショップ」。
原材料が高騰している中、120円にして
しまっては「100円ショップ」の名がす
たるとばかりに、各社、仕入れ値上昇に
対して知恵を絞り奮闘中です。
そのような背景もあって、各社が力を

入れているのが「プライベートブランド
（PB＝自主企画）商品」の開発です。も
ともとPB比率が8割以上を占める業界ト
ップのＤ社は別格として、他の100円シ
ョップ各社は、これまでPB商品の開発に
それほど熱心だったわけではありません。
確かにPB商品は粗利益率が高いのは魅力
ですが、売れ残った場合は自社在庫とし
て抱えなければならないリスクがあった
からです。
しかし、そういった過剰在庫を回避す

るため、各社はPOS（販売時点情報管理）
システムの導入を本格化し、需要予測の
精度を高め、ムダの生じない計画的発注
で乗り切ろうとしています。

アナログの「消せる」は
ハイテク

世の中がデジタル化された今、「消せる」
はパソコンのデリートキーを押す、選択し
て削除するなど、瞬時にできるようになり
ました。しかし今でも、書類を印刷してか
ら間違いが見つかることもあれば、手書き
文化がなくなるわけでもありません。アナ
ログの「消せる」は美しく手軽に、といっ
たデジタルライクなニーズを満たすハイテ
ク分野なのです。
ひと昔前まで使われていたのは、間違え

た箇所を白く塗りつぶすことで再度文字を
書ける「修正液」。日本には戦後になって
輸入され、長く使われてきました。平成に
入ると「修正テープ」が登場。乾くのを待
たずに上書きでき、仕上がりもきれいで手
軽とあって、瞬く間に普及しましたが、液
からテープに変わっても「ペンで書いたも
のは専用の修正グッズを使う」という基本

に変わりありませんでした。
ところがついに、それを根本からくつが

えす筆記用具が登場します。消せるインキ
を採用するという全く新しい発想でつくら
れたそれは、消しゴムまたはそれに類する
もので消すことができるペンです。
大ヒットを飛ばしている某メーカーのペ

ンを例にすると、ペンについているゴムで
こすれば消せます。それまでの同等品が抱
えていた消去用の消しゴムで消したら同じ
ペンでは書けない、きれいに消えないとい
うデメリットをクリアしたのが大きな特長
です。このペンには、60℃以上で消えると
いう特殊なインキが使われていて、ゴムの
摩擦熱できれいに消えるというしくみで
す。
ペンだけでなく、鉛筆用の消しゴムも進

化しています。消しカスがまとまるものや、
いつでもカドを使っているような感覚のも
のなど実に多彩。「消せる」には、素材や
形状、消すしくみに至るまでアイデアと技
術が注がれているのです。
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